
 

 



 





 



 D C B A S 
探究活動に十分に参加
できなかったレベル 

探究活動の質について
改善を要するレベル 

探究活動の質について満
足できるレベル 

探究活動の質について十分満
足できるレベル 

探究活動の質について特筆す
べき成果をあげたレベル 

課題設定
能力 

自分の興味や関心から
問いをつくり、仮説を
立てて課題設定する能
力を身につけようと努
力している。 

自分の興味や関心に基
づいた問いをつくり、
仮説を立てて課題設定
する能力を身につけて
いる。 

過去の研究成果を参照し
たうえで、研究の意義を
自分なりに考え、具体的
な問いをつくり、仮説を
立てて課題設定する能力
を身につけている。 

過去の研究成果を十分に踏ま
えたうえで、独創的な切り口
で現象をとらえ、学問的（社会
的）価値を考えたテーマを検
証可能な仮説を立てて課題設
定する能力を、身につけてい
る。 

過去の研究成果を十分に踏ま
えたうえで、独創的な切り口
で現象をとらえ、学問的（社
会的）価値を考えたテーマを
検証可能な仮説を立てて課題
設定する能力を、十分に身に
つけている。 

問題解決
能力 

調査活動に参加し、活
動する能力を身につけ
ようと努力している。 

周辺知識を調べ、調査
方法を自分で選択し、
計画的に調査活動を行
う能力を身につけてい
る。 

周辺知識を理解しようと
努め、調査活動の過程で
問題に直面した時には改
善に努める。計画を立て、
精度の高い調査方法を意
識して実施する能力を身
につけている。 

周辺知識を理解しようと努
め、調査活動の過程で生じた
問題点に気づくことができ
る。目的や見通しを明確にし
た計画を立て、精度の高い調
査方法を意識して実施する能
力を身につけている。 

周辺知識を理解して教訓を引
き出し、調査活動の過程で得
た情報を生かしながら修正す
ることができる。目的や見通
しを明確にした計画を立て、
精度の高い調査方法を工夫し
て実施する能力を身につけて
いる。 

得られたデータを分析
し考察する能力を身に
つけようと努力してい
る。 

得られたデータを分析
して考察を加える能力
を身につけている。 

得られたデータを正確に
分析して論理的な考察を
加える能力を身につけて
いる。 

得られたデータを正確に分析
して論理的な考察を加え、次
の課題を発見する能力を身に
つけている。 

得られたデータを緻密に分析
して論理的な考察を加え、次
の課題を発見し、創造性のあ
る提案をする能力を身につけ
ている。 

デ ィ ス カ
ッション・
プ レ ゼ ン
テ ー シ ョ
ン能力 

グラフ等を用いてスラ
イドを作成する能力を
身につけ始めている。 

グラフ等を用いてスラ
イドを作成し、研究の
流れを意識しながら伝
える能力を身につけて
いる。 

グラフ等を用いてスライ
ドを作成し、研究内容を
論理的に伝え、議論する
能力を身につけている。 

適切なグラフ等を用いて分か
りやすいスライドを作成し、
研究内容を論理的に伝え、議
論する能力を身につけてい
る。 

適切なグラフ等を用いて分か
りやすいスライドを作成し、
研究内容を論理的に伝え、議
論する能力を十分に身につけ
ている。 

発表の際に受けた質問
を聞き、対応しようと
努力している。 

発表の際に受けた質問
に受け答えする能力を
身につけ始めている。 

発表の際に受けた質問に
受け答えする能力を概ね
身につけている。 

発表の際に受けた質問に適切
に受け答えする能力を身につ
けている。 

発表の際に受けた質問に適切
に受け答えできるだけでな
く、そこから自分の研究を発
展させる能力を身につけてい
る。 

科学論文の形式を意識
して論述しようと努力
している。 

科学論文の形式を意識
して論述しようと努力
している。 

科学論文の形式を意識し
て論述する能力を身につ
けている。 

科学論文の形式に則って論述
する能力を身につけている。 

科学論文の形式に則って論述
する能力を十分に身につけて
いる。 

）

 



4月

4月 教室配信

4月 HR教室

5～6月 HR教室

6～7月 HR教室他 6月 CAI教室

６月 HR教室

7月 HR教室

7月 HR教室 7月 視聴覚室

7～8月 各場所

8月 HR教室 8月 視聴覚室他

9月 HR教室

９月 HR教室他 9～12月 CAI教室 11月 HR教室

９～11月 HR教室

12月～1月 HR教室

1月 各会場 1～2月 CAI教室

2月 HR教室

2月～3月 HR教室

2月 会場

3月 HR教室

3月

４月 HR教室 6月 HR教室

7月 HR教室

7～9月 HR教室

7月

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

パラグラフライティング
の技法(2)

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

２０年後の日本(2)

3年間の振り返りを含む

１年間の振り返り

3
年
（

１
８
時
間
）

1
学
期
・
２
学
期

1
学
期
・
２
学
期

3
年
（

１
８
時
間
）

論文アブストラクト作成(1) 小論文演習Ⅰ(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

小論文演習Ⅱ(2)

アカデミック
ライティングについて②(1)

論文の作成(3)
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力
課題研究発表会見学(3)

学びの記録(1)

3
学
期

ディスカッション・プレゼンテーション能力

論文輪読会(1)
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力

3
学
期

「探究」最終発表会(2) プログラミング実習⑦⑧(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力 問題解決能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力 問題解決能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

班別探究活動(5)

問題解決能力

スライド修正・発表原稿作成(8)

1
学
期

1
学
期

スライド・発表原稿作成(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

「探究」中間発表会(2) プログラミング実習⑤⑥(2)
アカデミック

ライティングについて①(1)

質問会・質問会を受けて(2)

課題設定能力・問題解決能力

「探究」テーマ発表会(2)

ディスカッション・プレゼンテーション能力

夏休みの探究活動(班別)(10時間以上)

問題解決能力

企画書作成(3)

課題設定能力・問題解決能力

班別探究活動(2) プレゼンソフト実習(3)

問題解決能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

研究テーマレポート作成

課題設定能力

「探究」ガイダンス(1)

課題設定能力

研究分野の選択(2)

課題設定能力

ディスカッション・プレゼンテーション能力 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

学校設定教科「探究」(普通科)　今後2年間の流れ　　※項目は主要なもの、(　)内は時間数の目安

グループで研究活動を行う
（1・2年）

探究活動のツールを身につける（1・2年）応用する（3年）

課題設定能力 問題解決能力
ディスカッション・プレゼ

ンテーション能力

２
年
（

７
０
時
間
）

２
年
（

７
０
時
間
）

2
学
期

2
学
期

夏休みの探究活動計画(1)
情報システム・

データの分析①②(2)

課題設定能力・問題解決能力 問題解決能力

夏
休
み

夏
休
み

夏休みの探究活動のまとめ(3)
若手研究者による
研究発表演示(1)

 



 

本校 CAI 教室のコンピュータにおける 

ドライブの構成 
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具体的なグラフタイトル

団体名 品名 販売数 売上金額

２年１組 カレーライス 911 ¥273,300

２年２組 焼きそば 885 ¥177,000

２年３組 じゃがバター 376 ¥75,200

２年４組 フランクフルト 838 ¥125,700

２年５組 クレープ 478 ¥71,700

軸のタイトル・単位 



[ ] [ ][ ]  

 

[ ] [ ]

[ ]  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 [ ] [ ]

 

 

 

 

 

これでは項目１と項目２の
「○」に差があるのかないのか
わからない。 

「△」はいったいどのような範
囲を示しているのかわからな
い。これでは見ている人にかえ
って「不親切」。 

研究発表では数値になるものは数値で
示す。わかりやすくしようと「○」
「×」で示すと、かえって評価しづら
いものになる。 



①班員が普段から疑問に思っていること、興味･関心のあること 

②教科の学習や読んだ本の中で、疑問に思ったこと、もっと詳しく学びたいと思ったこと 

③班員の進路にかかわって、気になっていること 

 

 



 

 

 

（例）「紙飛行機を遠くに飛ばすにはどのような形状がよいか」 

 

（例）「虫が光に寄ってくるメカニズム」 

 

 

（例）「テレビドラマのタイトルにはどのような傾向があるか」 

  

（例１）「流行について」 

 →「テレビドラマのタイトルの傾向と社会情勢の関係」 

（例２）「紙飛行機の飛ばし方」 

 →「紙飛行機の翼の形状と飛行距離の関係」

（例１）「流行について」 

 →そもそも「流行」とは何か 

 →「ヒット商品と呼ばれる条件とは」 

（例２）「紙飛行機の飛ばし方」 

 →紙飛行機＝紙を折って滑空させる 

 →「紙の折り方と落下軌道の関係」

  （例）「愛とは何か」「環境問題は解決できるか」

（例）「量子暗号に脆弱性はあるか」

（例）「次のオリンピックの日本の金メダル獲得数は」

（例）「どうすれば京都大学に合格できるか」

（例）「世界にはどんなダンスがあるか」

（例）「世界の人口は何人か」



 

2  

・このテーマはもう既に解明されてしまっているのか。 

・このテーマの研究は発表までに間に合うのか。 

 

Dr.

 

 

 

 「魅力ある商品デザインとはどのようなものか」 

 

 

    → 改善例「売上高の高いお菓子のパッケージの特徴」 

 

 「大津市を住みやすい街にするためにはどうしたらよいか」 

 

 

    → 改善例「大津駅周辺の再開発が住民に与えた影響」 

 

 「なぜひっつき虫は布にひっつくのか」 

 

 

    → 改善例「ひっつき虫がつきやすい布の素材とその構造」 

 「線香花火を楽しむ方法」 

→ 改善例「線香花火を長持ちさせる条件」

 

  



例） 気象庁 国土交通省 など 

例）「耐性菌について」といった、漠然としたタイトルは不可。 

→「耐性菌の医療への影響を防ぐには」といったような具体的な記述に。 

例）耐性菌の発生と被害状況を調査し、原因を探り、その対処法を明らかにする。 

例）抗生物質の使用をある程度制限し、抗生物質に頼らない医療方法を開発することが重要 

例）ウェブサイト 世界保健機関（WHO） 世界保健機関西太平洋事務局（WPRO） 

首相官邸ホームページ 国立感染症研究所 国立国際医療研究センター … 

取材先  一般社団法人 滋賀県病院協会 
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スライドは原則 12 枚（中間発表会・最終発表会共通、多少の超過は可能）とする 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

         

         

   

   

 

 

  

 
     タ イ ト ル 
 
         2 年○組○班 
       班員名 
         **** **** 
         **** **** 

 
 課題・展望 

 
  研究方法 
 
 
 

 
  動機 
 
 
  目的 
 
 

 
  仮説 
 
 
 
 
 

実験器具や調査の様
子は写真で示すこと
が望ましい。 

 
  結果 
 
 
 

適切なグラフや写真
を用いてわかりやす
く。 

 
  考察 
 
 
 

自分たちの考察と先
行研究とは必ず区別
する。 



メイリオ ＭＳゴシック Meiryo UI Segoe UI

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント視覚的にわかりやす

いプレゼンテーションを考え

よう！ 
 
・テキストマイニングを使っ

て、「社歌」に登場する時代を
特徴づける言葉が一目でイメ
ージしやすくなった。 

 
・印刷はモノクロであることも

多いので、色ではなく、大き
さや形で区別がつくようにし
たい。（このスライドも、カラ
ーで品詞を区別していた） 

ポイント写真やシミュレーション結果を入

れ、わかりにくいものには図をいれよう！ 
・アプリを用いたシミュレーション結果の場合は

比較的画像や動画を組み込みやすい。 
・写真を入れる場合、色のあるものは背景を白

く、白い物を写すときは背景を黒くすると分か
りやすい。 

・写真の場合、倍率は変えない。大きさがわかる
ものが一緒に入っているとよい。 

・写真ではかえってわかりづらい場合、実験装置
等を丁寧に図にすることも効果的。 

ポイント適切なグラフを用いて、可能なら

数式化しよう！ 
・なんでも棒グラフや折れ線グラフにするのでは

なく、箱ひげ図や分布図、バブルなど適したグ
ラフを使おう。 

・実験結果と同時に考察を簡潔な言葉で示すと、
とても分かりやすいスライドになる。ただし、
あまりごちゃごちゃする場合は別のスライドに
する方がよい。 



  

 



 

  

 

 

 

 



  

 

 

普段気になることがあってもここまで深く調べたりしないし、また 1 人で調べるよりもグループで調べた方
がより深く調べられるように感じた。人前で研究を発表することは普段の生活で少ないので、いい経験になっ
たと思う。 

＊     ＊     ＊ 
探究活動を通じて、聞き手に自分たちの発表を伝わりやすくするためには、どのような情報が必要なのか、

どのような言葉や表、グラフを用いればよいのか、などさまざまなことを相手の立場に立って考えることが以
前よりできるようになった。今年度培ったスキルを来年も活用できるよう、励みたい。 

＊     ＊     ＊ 
班のメンバーにも恵まれて、充実した研究をすることができました。1 年生の頃はこの授業の意義をあまり

理解していませんでしたが、2 年生になって本格的にグループで研究をすることを始めて、自分の興味のある
分野について自分たちの手で一から探究することの楽しさを感じました。発表の機会についてもとても良い経
験になったと思います。大学の先生に発表を聞いてもらえてコメントをしていただけるというのは本当に貴重
な経験でした。 

＊     ＊     ＊ 
各々が研究材料を採取したり、自分の家で繰り返し実験したりなど、他のどの班よりも長い時間をかけて探

究したと自負している。いっぱい時間をかけてやったが、ほしかったデータは得られなかった。しかし、これ
だけの時間と熱意をもって探究をしたということに凄く達成感を感じた。 

＊     ＊     ＊ 
  



 



 

 

 

 

 

 高い業績を上げ続ける人たちに特徴的に見られる考え方や行動特性のことをコンピテンシーという。コ

ンピテンシーを持った人材は、自分自身で問題を発見し、課題や目標にチャレンジする傾向がある。さらに

彼らは周囲の人を巻き込みながら問題解決に当たる。急速に変化しつつある社会に対応するにはコンピテ

ンシーを持った人材が必要である。 

 社員が入社してからの能力と仕事のミスマッチがよく言われる。仕事の内容や必要な能力があらかじめ

わかっていれば、その心配がなく、それだけ優秀な人材が集まりやすい。採用時に求められるコンピテンシ

ーを示すことは具体的な仕事の内容や必要な能力を示すことになり、コンピテンシー重視の採用は、優秀な

人材にとって、志望の動機付けになる。

パラグラフ１ 

トピックセンテンス 

＊トピックセンテンスの内容や説明 

 

パラグラフ２ 

トピックセンテンス 

＊トピックセンテンスの内容や説明 

 

パラグラフライティングの模式図 



 

 

 

 

 



 



 



 



 

２年10組20番  遵義 丸子 
Jungi Maruko

各1行あける（10pt） 

本文からは２段組み 

→

→

 

左右３字分のインデントは
０字に戻す

図表のキャプションは中央に配置する 
表のキャプションは上に、図のキャプション
は下につける（右を参照） 
図表の番号は図と表と、別々に連番とする 
：MS ｺﾞｼｯｸ８pt 

日本語・英語タイトル：MS ｺﾞｼｯｸ 14pt センタリング 

キーワードは１行程度にする 
：MS ｺﾞｼｯｸ 10pt 

要旨は、今回は日本語で書く
「要旨」：MS ｺﾞｼｯｸ 12pt 
要旨本文：MS明朝 10pt 

段落の最初は１ﾏｽあける 

要旨本文・キーワードは
左右とも３字分あける 

→

章の中に節をつける場合は 
「１.１ 〇〇〇」のように
節番号をつける 
節タイトルの前は１行あけ
るが、後ろはあけない 
：MS ｺﾞｼｯｸ 10pt 

章タイトル： 
MS ｺﾞｼｯｸ 12pt 
前後1行あける 

図表は本文中でふれる 
図表と本文の境界をはっき
りさせる 

→

著者名（組番氏名）ローマ字 
：MS明朝12pt センタリング 

段落の最初
１ﾏｽあける 



(1) (2) ( )  

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 



 



 



 

２年   組   番 

名前 

 


